
































要約

 本研究の目的は、メディアが発信する性に関する情報が、テレクラや援助交際に象徴さ

れる今日の若者の性行動にどのような形で影響を与え、それが結果として若者、特に女性

の心身の健康にどのような影響を与えているかについて考察することである。研究の方法

としては、情報の送り手であるメディアと情報の受け手であり行動の主体でもある若者、

さらに若者の援助交際の相手でありもう一方の行動の主体である大人の男性等、それぞれ

の側からの分析を行うことが必要であるが、今回行った調査は研究の第一段階として、メ

デイアに焦点を当てることにした。具体的には、様々なメディアのなかで若者の性行動に

最も影響を与えていると思われる「雑誌」の編集者に In depth のインタビューを行うと

いう方法を採用した。インタビューは読者対象や編集目的の異なる雑誌の編集者 5名に対

して実施した。これら 5名の調査対象者たちの具体的な発言を分析し、メディア側が若者

の性に関してどのような態度をもって情報を発信しているかの検証を行った。

 @C@ョ a  調査の結果明らかになったことは、まず、メディアは読者が「ありのまま」で

はなく「パターン化」、「差別化」した情報を求めていると考えており、そのニーズに応え

るために、実存する女子高生の姿ではなくて、記号・観念としての「女子高生」の像を意

識的に作り出しているということである。また、今日の若者の性行動に関してメディア側

がどのような態度を有しているかについては、調査対象者たちは個々の若者の「価値観の

喪失」に批判的な立場を示す一方で、若者世代を総体として一般的に論じる際は明確に善

悪を判断することはせず、若者の性行動を社会システムが作り出したものとして捉えてい

ることが分かった。さらに、今日の若者の性行動が彼らの心身の健康にどのような影響を

及ぼしているかについては、調査対象者たちはあまり多くを語らず、この問題に対するメ

デイア側の関心の低さがうかがえた。最後に、性に関する情報の発信者であるメディアが

自らのあり方をどのように捉えているかについては、サプカルチャーの形成によって需要

を創出し、「売れる雑誌」をつくることの必要性を強調する一方で、調査対象者は「個人

としての立場」から、男女のよりよい関係づくりや、ステレオタイプではなく生身の人間

を伝えること、さらに性に関する正確な知識の普及などを目指していきたいとの考えを示

した。

 以上のような調査結果を踏まえて、今後は若者や援助交際を行う男性等を対象に調査を

進めていきたい


